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GIGAスクールってなに？
GIGAとは通信容量などのギガではなく、「Global and Innovation Gateway for All」の略で、「誰

一人取り残すことなく、こどもたち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育 ICT 環境の実現」
を目指した施策です。
これは、全国の小中学校が対象となっている、「文部科学省GIGA スクール構想」に基づき児童生徒

1人 1台のパソコン整備、教室の無線 LAN化などを進めています。
恩納村はこれまでに、県内でもいち早く教育に関する ICT 整備を進めてきましたが、GIGA スクー

ル構想もすでに村内全小中学校への整備が完了し、さらなる子供たちの資質・能力の育成を推進して
いきます。

GIGAスクールで何ができるのか？
GIGA スクール構想では「すぐにでも」「どの教科でも」「誰でも」使える ICT の実現を掲げており、

次のような活用例が挙げられます。

・検索サイトを活用した調べ学習

・文章作成ソフト、プレゼンソフトの活用

・一斉学習の場面での活用

・1人ひとりの学習状況に応じた個別学習

自らさまざまな情報にアクセスし、情報を収集・整理して主体的に情報を収集・整理して主体的に
情報を選択することができる。先生から「教えてもらう」から自分で「学ぶ」へ。

　1人ひとりが考えをまとめて発表、共同編集を利用して考えを共有しながら学び合うことができる。

デジタル教材を活用することで、1 人ひとりの学習進捗状況を可視化し、個別にきめ細やかな対応
を行なうことができる。

　1人ひとりの反応や考えを即時に把握しながら、双方向に授業を進めることができる。

恩納村GIGAスクール活用例

検索サイトを活用した調べ学習

文書作成ソフト・
プレゼンソフトの利用

一斉学習の場面での活用

1人ひとりの学習状況に応じた個別学習
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ネットワークによる「つながる」教育が始まっています！

▲探求的な学習の実現
検索サイトや Web 情報の利用に

よって、調べ学習等において、スピー
ドアップと内容の充実の両立。

▲だれも取り残されない学習の実現
子どもたちの理解度をリアルタイムで

確認することにより、理解できている子ど
もが少ない場合には、重点的な知識の補充
をすることができます。

▼共同学習の充実

▼デジタル教材の活用

◀プログラミング教育・情報モラル教育の推進

リモート交流による学習▶

1 人 1 台パソコンを活用することで、子
ども同士の意見交換、グループ発表等の共
同学習を促進します。

電子黒板との連動により、音声や
動画、3D 等によるデジタル教材の活
用で、学びはより深いものになります。

論理的思考を身につけることを目的とするプロ
グラミング教育が、小学校でも必修化されます。ま
た、情報化社会における情報モラル教育などもひと
つの課題であり、インターネットの利用により自分
を危険に晒したり、他者を害したりしないようにす
るための教育も今後は重要になっていきます。

リモートにより、県内外の多くの人々と
交流することができます。中学校では、校
歌作詞者である宮沢和史さんとの交流もす
でに実現しており、今後も、外国の学校の
児童生徒や、校外の専門家の大人から学ぶ
機会が増えていきます。

1 人 1 台のパソコンを活用した
「つながる」教育
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